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 （一）   明治新聞雑誌文庫ニューズレター         第十一号            二〇二三（令和五）年 三月三十一日 金曜日 

改
修
中
も
現
在
も
続
く
資
料
寄
贈 

令
和
二
年
一
月
か
ら
一
年
半
あ
ま
り
続
い
た
長
期
休
館
中
、
そ
し
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開

館
後
も
、
資
料
を
続
々
寄
贈
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
新
書
庫
に
多
く
の
資
料
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
、
職
員
一
同
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
新
聞
・
雑
誌
は
、
七
百
点
以
上
の
欠
号
が

補
充
さ
れ
、
新
規
九
十
一
タ
イ
ト
ル
（
約
六
百
冊
）
が
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
ほ

ん
の
一
部
と
な
り
ま
す
が
、
新
規
収
蔵
資
料
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

『
岐
阜
日
日
新
聞
』
は
、
明
治
二
十
一
年
一
〇

月
を
続
き
で
十
六
日
分
、
ま
と
ま
っ
て
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
該
地
域
は
前
月
に
暴

風
雨
に
よ
る
洪
水
被
害
を
う
け
て
い
ま
す

が
、
社
説
で
は
河
川
改
修
と
堤
防
築
造
に
関

す
る
話
題
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
般
読
者
の

意
見
も
投
書
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
治

水
体
制
に
つ
い
て
地
域
社
会
が
求
め
て
い
た

こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。 

新しい資料をご紹介します！ 
当
文
庫
初
代
主
任
で
あ
る
宮
武
外
骨
は
明
治
文
庫
の
資
料
蒐
集
に
つ
い
て
、新
聞
雑
誌
の

発
達
の
観
点
か
ら
、
明
治
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
も
の
を
注
目
の
対
象
と
し
て
い
た
よ
う

で
す
。
今
回
、
外
骨
蒐
集
時
の
欠
号
を
埋
め
る
資
料
を
、
多
く
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

『みかは』三河新聞社 

明治 22～23年の 11日分 

『三河新聞』三河新聞社 

明治 23年からの 9日分 

 

『
民
之
心
』
『
文
林
』
は
ど
ち
ら
も

明
治
二
十
一
年
創
刊
で
、
初
号
を

含
む
欠
号
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

初
号
に
は
「
創
刊
の
辞
」
が
掲
載
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
創
刊
の
志
し

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  

▲
『
扶
桑
新
誌
』
は
、
復
刻
版
で
欠
号

と
な
っ
て
い
た
念
願
の
十
一
号
を
ご

寄
贈
い
た
だ
き
、
完
揃
い
（
全
二
六
〇

号
）
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
十
年
代
に

発
行
さ
れ
た
自
由
民
権
運
動
を
伝
え

る
好
資
料
で
す
。 

令
和
四
年
三
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
公

開
以
降
、
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す

『
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
新
聞
号

外
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
を
ご
覧
い
た
だ

い
た
方
な
ど
か
ら
号
外
の
ご
寄
贈
が

複
数
あ
り
、
新
規
タ
イ
ト
ル
も
含
め

所
蔵
が
更
に
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。 

■
号
外
ま
す
ま
す
充
実 

■
新
聞
タ
イ
ト
ル
の 

変
遷
を
追
う 

新
聞
『
佐
賀
』
は
、
明
治
文
庫
既
有
の
新
聞

『
佐
賀
自
由
』
の
継
続
後
誌
と
な
り
ま
す
。

新
聞
の
タ
イ
ト
ル
変
遷
情
報
は
明
治
文
庫
が

注
目
し
て
収
集
し
て
い
る
新
聞
発
行
情
報
の

ひ
と
つ
で
、
今
回
の
新
収
蔵
に
よ
っ
て
変
遷

を
検
証
で
き
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

寄
贈
さ
れ
た
紙
面
か
ら
は
、
明
治
三
十
五

年
十
一
月
の
明
治
天
皇
の
熊
本
行
幸
に
あ
た

っ
て
、
立
ち
寄
り
を
想
定
し
た
佐
賀
県
内
で

の
準
備
、
道
路
整
備
や
神
社
移
転
の
話
ま
で

出
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
日
々
を

報
道
す
る
新
聞
か
ら
は
、
結
果
に
至
る
ま
で

の
紆
余
曲
折
が
見
え
て
き
ま
す
。 

 新
規
に
収
蔵
い
た
し
ま
し
た
号
外
も
、
今
月

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
追
加
い
た
し
ま
し
た
。 

よ
り
一
層
多
彩
に
な
っ
た
号
外
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

紙幅の都合上、一部しかご紹 

介できず申し訳ございません。 

ご寄贈深く感謝申し上げます。 

新
聞
雑
誌
の
発
達  

明
治
２
０
年
前
後
の
資
料 

▶
『
民
之
心
』
初
号 

 

◀
『
文
林
』
初
号 

『佐賀』『佐賀自由』 

https://iiif.dl.itc. 
u-tokyo.ac.jp/repo/s/gogai/ 
page/home 

明治新聞雑誌文庫
所蔵新聞号外 

コレクション 



  

 

（二）       明治新聞雑誌文庫ニューズレター     第十一号            二〇二三（令和五）年 三月三十一日  

（二）  

松
濤
美
術
館
出
陳
展
示 

特
別
展 

「装
い
の
力
―
異
性
装
の
日
本
史
」展 

修
理
続
々
！
！ 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
不
可
避
研
究
中
』 

に
放
映
協
力 

 

広
が
る
繋
が
る
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫 

外
骨
関
係
資
料
の
補
修
進
む 

マ
イ
ク
ロ
再
作
成
を
本
格
開
始 

撮
影
取
材
協
力
『東
大
新
聞
』 

貴
重
資
料
“初
期
新
聞
” 

全
デ
ジ
タ
ル
化
へ 

平
成
三
〇
年
度
か
ら
協
力
を
続
け
る
国
文
学

研
究
資
料
館
が
推
進
し
て
い
る
「
日
本
語
の
歴

史
的
典
籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
計
画
」（
東
京
大
学
が
拠
点
大
学
の
一
つ
と
し

て
参
画
）
。
こ
こ
に
、
明
治
文
庫
の
資
料
が
更
に

加
わ
り
ま
す
。
幕
末
～
明
治
初
期
に
全
国
各
地

で
発
行
さ
れ
、
当
文
庫
で
「
初
期
新
聞
」
と
し
て

所
蔵
す
る
資
料
の
多
く
が
、
ど
こ
か
ら
で
も
利

用
可
能
と
な
り
ま
す
。
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

で
の
公
開
で
す
。
一
部
公
開
作
業
中
で
す
が
、
楽

し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

鮮
や
か
な
彩
色
の
表
紙
が
印
象
的
な
当
文
庫

所
蔵
の
文
学
資
料
も
、
既
に
多
数
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
の
特
別
展
「
装
い

の
力 

異
性
装
の
日
本
史
」（
会
期
二
〇
二
二

年
九
月
三
日
（
土
）
～
十
月
三
〇
日
）
に
お
い

て
、
当
文
庫
所
蔵
資
料
『
大
阪
錦
画
新
話
』「
女

装
の
男
が
巡
査
に
捕
ま
る
」
、
『
大
阪
錦
画

日
々
新
聞
紙
』
「
男
と
し
て
七
年
暮
ら
し
た

女
」
が
出
陳
さ
れ
ま
し
た
。
資
料
借
用
の
際
は

担
当
者
の
方
か
ら
、
時
代
の
転
換
と
な
る
資

料
の
一
つ
と
し
て
展
示
し
た
い
、
と
い
う
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
展
示
を
拝
見

し
、
資
料
の
力
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
特
別

展
も
、
大
好
評
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

出陳資料『大阪錦画新話』 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
「
不
可
避
研
究
中
」
二
〇
二
二

年
九
月
二
十
三
日
「
何
か
と
言
い
に
く
く
て
…

圧 

表
現
を
考
え
る
」
）
で
、
宮
武
外
骨
が
発

行
し
た
『
滑
稽
新
聞
』
六
十
九
号
「
秘
密
外
の

○
○
」
が
放
映
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。 

吉
野
作
造
博
士
が
明
治
文
化
研
究
の
た
め

に
蒐
集
し
た
「
吉
野
文
庫
」
は
非
常
に
重
要
な

当
文
庫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
和
書
は
、
複
数

冊
ご
と
に
帙
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
ま
と
ま
り
を
活
か
し
た
中
性
紙
の
保
存
箱

を
作
成
し
、
一
冊
ご
と
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し

て
収
納
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
も
数
年
に

わ
た
り
保
存
箱
に
収
め
て
い
き
ま
す
。
今
回

の
保
存
箱
は
、
寄
付
金
に
よ
り
製
作
い
た
し

ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

『
東
京
大
学
新
聞
』
第
二
九
八
二
号
（
二
〇
二

二
年
十
一
月
八
日
）
で
法
学
政
治
学
研
究
科
（
日

本
政
治
外
交
史
）
の
五
百
旗
頭
薫
教
授
の
特
集

が
組
ま
れ
、
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
の
書
庫
、
教
員

閲
覧
室
で
の
様
子
が
撮
影
、
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

原
本
資
料
を
護
り
、
広
く
閲
覧
に
利
用
し
て

い
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
す
が
、
劣
化
が
進

む
Ｔ
Ａ
Ｃ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
Ｐ
Ｅ
Ｔ
フ
ィ
ル
ム

へ
の
再
作
成
を
本
格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。
長

期
保
存
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
第
一
歩
を
歩
み
始

め
ま
し
た
。 

明
治
文
庫
館
内
で
撮
影
協
力 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
英
雄
た
ち
の
選
択
」 

に
撮
影
協
力 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
「
英
雄
た
ち
の
選

択
」
（
二
〇
二
三
年
三
月
八
日
放
送
「
幻
の
地

震
予
知 

～
大
森
房
吉
と
関
東
大
震
災
～
」
）
で

『
太
陽
』
が
放
映
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。 

放映資料『太陽』を撮影 

https://kokusho.nijl.ac.jp
/page/list-toky-meij.html 

国書データベース 
当文庫画像一覧 

▲文学資料の草双紙『巷説兒手柏』 

▶
公
開
予
定
の
初
期
新
聞 

『
萬
國
新
聞
』
『
謝
海
新
聞
』 

  
吉
野
文
庫 

中
性
紙
保
存
箱
収
納
開
始 

長
年
、
懸
念
で
も
あ
り
ま
し
た
傷
み
、
劣
化

の
あ
る
外
骨
発
行
資
料
の
補
修
、
保
存
箱
作
成

を
専
門
業
者
に
依
頼
い
た
し
ま
し
た
。
外
骨
の

代
表
作
『
滑
稽
新
聞
』
は
、
外
骨
自
身
が
こ
だ

わ
っ
た
装
丁
を
で
き
る
限
り
維
持
で
き
る
よ

う
に
修
補
し
ま
し
た
。
将
来
的
な
撮
影
、
保
存

に
適
し
た
補
修
と
な
り
、
こ
れ
ら
も
寄
付
金
に

よ
る
ご
支
援
で
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

補修後の『滑稽新聞』と 

保存箱に収納された『不二』 
中性紙保存箱に収められ

新書架に並ぶ吉野文庫 


